職種：お客様相談　　職務：お客様相談
【概要】
信用金庫を訪れるお客様（主として個人客）に対して、年金や相続、資産形成、資産設計等に関するアドバイスを行う仕事。
【仕事の内容】
営業店において、資産形成や年金・相続など、お客様に対する総合的・専門的なアドバイスやコンサルテーションを行う仕事であり、相談担当者はＦＡ（ファイナンシャル・アドバイザー）、ＭＡ（マネー・アドバイザー）などと呼ばれることもある。営業店内に設けられた相談カウンターでの業務が中心となるが、営業担当者とともに客先に出向いて相談対応や商品説明等を行う場合もある。
受け付ける相談内容は資産形成や年金・相続をはじめ多岐にわたるが、お客様の立場に立って課題を分析し、お客様と一緒になって問題解決を図っていく点は相談内容に関わりなく共通している。金融商品や年金制度等がますます複雑化・多様化する中で、お客様の幅広いニーズに的確に対応していくことが求められる。

お客様に対するアドバイスやコンサルティングのほか、専門知識を活かして、営業店職員の年金や預かり資産についての商品知識向上に向けた取組みを支援する役割を課せられるケースもある。
【求められる経験・能力】
（1） 相談業務を的確に遂行するためには、お客様との信頼関係の構築がカギとなる。このため、基本的な接客・接遇マナーのほか、お客様とのコミュニケーション能力が極めて重要となる。
（2） 金利・為替等の金融経済の動向や年金制度の動向など、情報力の差が他金融機関との差別化に直結する。相談担当者には、担当分野に関する深い専門知識のほか、最新情報を様々なルートを通じて収集し、独自の視点を交えて整理・分析していく能力も求められる。
（3） お客様の抱える問題を解決するためには、お客様の話をよく聴いてニーズを見抜き、課題を明確化して提案につなげていく総合的なコンサルティング能力が必要となる。こうした能力は一朝一夕には身につかないが、経験を積み重ねる中で習熟していくことが求められる。
（4） 相談に対応する際には、金融商品販売法など法令や内部規則を十分に理解し、コンプライアンス意識をもって業務に取り組むことが不可欠である。
【関連する資格・検定等】
· 全信協実務試験（基礎、上級）〔一般社団法人全国信用金庫協会〕

· 証券外務員試験等（内部管理責任者、第一種、第二種）〔一般社団法人全国信用金庫協会〕

· 証券外務員試験等（内部管理責任者、一種、二種、特別会員内部管理責任者特別会員一種、特別会員二種）〔日本証券業協会〕
· 損害保険募集人一般試験（基礎単位、火災保険単位、傷害疾病保険単位 等）〔一般社団法人日本損害保険協会〕
· 生命保険一般課程、生命保険専門課程試験、変額保険販売資格試験〔社団法人生命保険協会〕
· 銀行業務検定試験（法務、財務、税務、年金、信託・証券、融資・渉外、外為、金融経済、FA・預かり資産等）〔銀行業務検定協会〕

· ファイナンシャル・プランニング技能検定（１級、２級、３級）〔職業能力開発促進法〕

· 中小企業診断士〔中小企業支援法〕

· 社会保険労務士〔社会保険労務士法〕　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】
　１８４　金融・保険専門職

